




















からぬ困惑をもたらしたのが、 「令和」の典拠が日本の古典である『万葉集』にある、と説明されたことであった。多くの国民にとっては「ふーん、そうなんだ」程度の受け止め方であったろうが、歴史学や国文学の専門家からは少なからず疑念が提出された。あるいは年号に「令」 字が使用されたのが初めてであったことへの違和感も当初 あったかもしれない。が、そのうちに「令和」案の提出者 『万葉集』研究の泰斗 る中西進氏らしい、という情報が流れるにつれて、それら 「疑念」や「違和感」の提出は息を潜めてしまったようにも見える。あるいは元号が「令和」であることに慣 てしまったのかもしれない。また、別の面からは、 「令和」の典拠が『万葉集』であるということがどんな意味を持っているか、そこに無関心・無頓着になってしまったとも言える。
元号は、ある時期・期間を一括りにして○○時代と称することができる便利さを持っている。江戸時代まで
の日本では、実際には天皇即位、瑞祥や天変地異等によって比較的頻繁 改元されてきた で、ある時期の文化的・政治的特徴等を示すのに例えば「元禄時代 な 言うと、 「あ あ 時代ね とうなずくことが きる。ちなみに元禄という年号は、東山天皇が貞享四年四月に即位したことに伴って翌年九月 改元され、元禄一六年一一月の大地震によって翌年三月に宝永に改元され 。
では、令和はどのような時代として思い起こされる時代になっていくのであろうか。むろんそれは後世の評価















































う意味が込められております。 」について、少し考えてみなければならない。なぜならば「令和」の典拠が本当に『万葉集』であるのかどうかを考えていく過程で、それはどういう意図でそう考えられたのか、必然的にじっくり向き合ってみないとわ らない問題がそこに潜ん いるからである。





























































































































































































































異論を述べる意見がテレビやインターネット等 メディア 飛び交った。ラ行音 始まる元号への感覚的な違和感もあったかもしれないが、漢文として読むと「令
レ
和（わせしむ） 」として、強制的に仲良くさせると理解で


















「蘭亭序」には「是日也、天朗氣淸、惠風和暢」とあり、 「帰田賦」は「於是仲春令月，時和氣清」から始まる。形式的に字句から見れば「梅花謌卅二首并序」中の「初春令月、気淑風和」は「帰田賦」中の「仲春令月，時和氣清」に限りなく近い。大伴旅人がこの序文を記す際に 帰田賦」を参考にしたのは間違いがない。では、 「令和」の典拠は『万葉集』で なくて「帰田賦」なのだろ か？
中西進氏は『万葉集』の注釈で「梅花謌卅二首」の「序」については「蘭亭序」が「永和九年歳在癸丑暮春之





序」を受けて、書かれていると見 ければなら い。そして「梅花謌卅二首」については「太宰府の旅人宅に開花した梅を囲む雅宴の歌。序の筆者 旅人。 」と明確 規定するのである。ならば、この太宰府における宴は、旅人の心中では王羲之の「蘭亭序」に記された雅宴に比するも として描 れていたのである。そこでは「帰田賦」に触れられることはない。
つまり「梅花謌卅二首并序」の典拠は「帰田賦」ではないのである。 「帰田賦」は失意の作者が都を離れて田
























は天智の娘で草壁皇子妃であった元明、そして文武の姉の元正と女性天皇が続いている。むろん将来首皇子（後の聖武 皇）を即位させるま の方便、異例 皇位継承である。結果的に天武天皇以降は皇親が政治の中枢にない、旧来の豪族だけではなく、乙巳の変 六四五年）で中大兄皇子、後の天智天皇が蘇我氏を打ち倒す に大きな役割を果たした藤原鎌足の息子不比等を筆頭とする官僚がそれを支え という形態が続いたのである。藤原不比等は文武・元明・元正各天 に仕えた。
その中で大伴旅人は養老二（七一八）年三月三日、従四位上で参議を経ずに突然中納言に任ぜられてい
五四歳である。旅人は古来より 名族である大伴氏 御曹司で 父安麻呂は文武・ 明両天皇 仕え、没する時は正三位大納言 将軍であった。ま 祖父長徳 孝徳天皇の時に右大臣を務めている。また前年まで非参議正三位式部卿であった長屋王（天武皇子の高市皇子の息、この時三八歳とも四四歳とも）も突然同日正三位大納言（兼式部卿）に任じられている。時に公卿の筆頭は右大臣藤原不比等、長屋王は次席であり、旅人は前年に参議に任ぜられた不比等の次男房前を越階して 叙任である。







四年には従四位下、霊亀元（七一五）年正月に従四位上に昇叙、五月には中務卿となった。軍事をになう名族の御曹司で父も祖父も高名だったにもかかわらず、それほど急激に位階を上げてきたとも見えない。しかし、養老二年の任中納言（兼中務卿）は異例で、政治の中枢に突然姿を現した、と言って良いだろう。長屋王といい旅人といい、やはり背後には誰かの何らかの思惑が働いたに違いないが、それが誰であり、何であったのかは明確ではない。もしかしたらこの年に養老律令が撰進されることや、翌養老三年六月には皇太子首皇子が初めて朝政に参画することが関連 ているかもしれない。あるいは同年十月には元正天皇の勅があり （時に一九歳）がまだ若くて政治に 疎い（ 「然年歯猶稚。未閑政道。 」 ） で、舎人親王・新田部親王の二人に皇太子を輔翼せよと命じているこ の方が大きく関連してくるかもしれない。つまり、首皇子の将来を案じる元正天皇が、彼の将来を皇親と古来からの名族に託す、一 動きと考え るのであ 。
というのも、翌養老四年三月には旅人は隼人の反乱の鎮圧のために征隼人持節大将軍として派遣され、五月
には舎人親王らの働きで『日本紀』が撰進され 中で、八月になって藤原不比等の病気が篤くなり、三日には薨じてしまう。すると、翌日には舍人親王を知太政官事とし 新田部親王を知五衛及授刀舍 とする詔が出される。政治と軍事を皇親に支配させたのである。さらに一二日 副将軍を現地に残して旅人だけ京 戻るべしという勅が出され、不比等亡き後の治安対策を講じる。さらに加えれば、一○月二三日 なって長屋王と旅人を故右大臣不比等の第に遣わして、贈太政大臣正一位 詔を告げさせている。この二人に対する元正の信頼が見えると言って良いだろう
翌養老五年正月、長屋王は従二位右大臣に叙任される。席次上は知太政官事の一品舎人親王の方が上だが、む









禅して聖武天皇となる。受禅当日改元して神亀元年二月四日、長屋王は正二位左大臣に叙任され、巨勢朝臣祖父、大伴旅人、藤原武智麻呂らの中納言は同日揃って正三 に昇叙される。同時に参議藤原房前も正三位となっている。このような一連の出来事は事前の周到な準備 元に実施されなけ ばできることではない。ここまで天皇のコントロールがうまくいってい いうこと なるだろう。
ところが、神亀三（七二六）年不比等の三男宇合が従三位非参議式部卿となり、翌神亀四年一○月五日に聖武











いる。しかも長年連れ添った妻大伴郎女を伴っていったのだが、太宰府で亡くしている。この赴任が藤原四兄弟の陰謀、つまり実質的な左遷であるとも、軍事的リーダーシップと中国文化への造詣を買われたか であるとも言うが、老齢（六四歳）での下向ということを考えると 陰謀説の方が納得しやすい。大伴旅人の軍事的リーダーシップを平城京から遠ざけておけば、藤原氏にとってはいざというときに安心だからだ 不比等が亡くなった時に元正天皇が隼人遠征中の旅人を呼び戻しているのを考えれば れがよくわかる。今度の国家の一大事（実質的にはクーデター）には、旅人は呼び戻されなか た だ。
長屋王の変後、六月二○日に、左京職に背中に「天王貴平知百年」と文字がある亀が献上される。それを受け
















































































































































































































































猶不能不以之興懷、況脩短隨化終期於盡 古人云死生 大矣、豈不痛哉。毎攬昔人興感之由、若合一契未甞不臨文。嗟悼不能喩之於懷固、知一死生爲虚誕。齊彭殤爲妄作後之視 今亦由今之視昔悲夫故列叙。時人録其所述雖世、殊事異所以興懷其致一也。後之攬者亦將有感於斯文。 」
（６）
　














新日本古典文学大系は石川足人の後任として赴任してきたとするが、太宰少弐の定員は二名（職員令）で、入れ替わりとする根拠には乏しい。小野老の歌が太宰府で詠まれ、かつ大伴旅人同席の場であったとするならば、可能性としては神亀五年、天平元年、天平二年の各春から初夏に掛けての三回しかないが、神亀五年とすれば大伴郎女を亡くしたばかりの頃ということになり、旅人を前に ての歌柄としてはふさわしくはないだろう。ま 、天平二年とすれば、平城京に帰れるこ が前提になっていると考えられるので、旅人の三三一番歌で表現された帰京に対する弱気な表現もふさわしくなかろう。従って、小野老、大伴四綱、沙弥満誓、山上憶良、 伴旅人同席の宴の歌 捉える限り、小野老の歌は天平元年の晩春から初夏にかけての歌と見なければならなくなる。ならば長屋王の変の直後に歌わ た歌ということに 。ちなみに小野朝臣老は長屋王の変直後の三月四日に従五位上を授けられており、同時に藤原朝臣麻呂が従三位に叙せられているところから見ると、長屋王の変に当たってなんらかの功があったと考えられる。
（８）
　
小野老の歌から山上憶良の歌まで 並べて見たとき、老 歌を四綱が「都」 「奈良の都」 いう語を用いて受け、 「花が照り輝くように今が盛りなのです」という三二八番歌 表現を三三〇番歌で「藤波の花は盛りになりにけり」 、盛りな は藤の花つまり藤原氏でしょうと解き明かして、さら 旅人に「そんな奈良 都を恋しく思われますか？ 話題を振っている。旅人はそれを三三一番歌で「私の盛りが戻っ くるだろうか、いやきっと奈良 都を見ないことになるだろうか」 受けて、弱気なところを見せる。そ 気分は三三五番歌まで続き、 「わが行 久にはあらじ」つまり自分の太宰府暮らしは長くはない（長生きできない） 、せめて夢のわだ（水が流れず滞っていること、つまり夢を見続けること）が瀬にならず（流れてゆかず）淵であってほしい（夢を見続けられるよう ） と嘆 のを 満誓 「わだ」と「綿」とを掛け 綿を着たこ はありませんけど、綿は暖かく見えますなぁ」とわざと茶化して るのである。そして憶良が「さぁ、宴会 お開き ましょう」と言っている、と見れば、これらの歌は小野老を迎えた太宰府での宴会という具体的な場 非常に密接に結びついた表現と見ざるを得なくなる。この歌群の後に旅人の「酒を讃むる歌十三首」が続くのも示唆的である。なぜな ば、和歌としては珍 い酒に関する表現が 酔いに沈潜する悲しみに満たされているからで 。
（９）
　
むろん、 「右書左琴」は君子のあ べき姿である 、こう記すこ 房 君子と 称えること なる。
（
10）　










りて以て正しきは、天の道なり） 」 （ 『易経』 ）
　
意味は「民衆の言葉を聞き、政治を正しくして行くというのが天の道だ」
・昭和→「百姓昭明、協和萬邦（百姓昭明にして、萬邦を協和す） 」 （ 『書経』 ）　
意味は「人々はすべて聡明で、様々な国が仲良 助け合う」
・平成→「地平かに天成る」 （ 『書経』 ） 「内平かに外成る」 （ 『史記』 ）　
意味は「天地、内外ともに平和が達成される」
　







Reiwa , the new era name in Japan, which is the only Japan using in 
the world, was required to have authority in Manyoshu . This is the first 
time that a Japanese classic has been required for the era name. It is 
an open secret that the era name was chosen by Susumu Nakanishi. It 
is understood that the meaning of making literary beauty together is 
included, and it is easy to understand that Manyoshu is appropriate.
On the relationship between the new era Reiwa
and the Manyoshu , in the time entering a new era
IIZIMA Kazuhiko
六三
「令和」と『万葉集』

